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古
典
教
室
第
７
回
（
８
月
２
日
）
―
―
予
習
用
資
料 

『
空
想
か
ら
科
学
へ
』 

  

第
二
章 

 

第
一
章
は
、「
社
会
主
義
を
科
学
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
が
実
在
的
な
基
盤
の
上
に
す
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
章
で
結
ば
れ
た
。
そ
の
「
実
在
的
な
基
盤
」
を
つ
か
む
に
は
、
世
界

を
「
科
学
の
目
」
で
と
ら
え
る
科
学
的
な
世
界
観
が
必
要
で
あ
る
。 

 

第
二
章
は
、
そ
の
科
学
的
な
世
界
観
の
全
体
を
短
い
文
章
で
説
明
し
た
章
。
説
明
の
順
序
は
弁
証
法
―

唯
物
論
―
史
的
唯
物
論
―
経
済
学
と
、
た
い
へ
ん
独
特
な
組
み
立
て
で
あ
る
。 

 

〔
Ａ
〕
ま
ず
、
弁
証
法
と
い
う
考
え
方
を
形
而
上
学
的
な
考
え
方
と
対
置
さ
せ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
説
き
起
こ

し
て
歴
史
的
に
解
明
す
る
（
段
落
１
～
７
）。 

１
．
思
考
形
式
の
二
つ
の
流
れ
。
弁
証
法
的
思
考
と
形
而
上
学
的
思
考
（
４
７
～
４
８
ペ
ー
ジ
） 

２
．
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
世
界
観
。
連
関
と
運
動
。
そ
の
後
に
お
け
る
形
而
上
学
な
考
え
方
の
誕
生
。 

 

そ
れ
は
、
自
然
科
学
の
発
展
段
階
の
歴
史
的
特
徴
と
結
び
つ
い
て
い
た
（
４
８
～
５
０
ペ
ー
ジ
） 

３
．
形
而
上
学
的
な
見
方
の
い
く
つ
か
の
特
質
（
５
０
～
５
２
ペ
ー
ジ
） 

４
～
５
．
弁
証
法
的
な
見
方
。
自
然
科
学
の
発
展
と
の
関
連
（
５
２
～
５
４
ペ
ー
ジ
）。 

６
～
７
．
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
と
そ
の
矛
盾
。（
５
４
～
５
６
ペ
ー
ジ
） 

 

８
．
そ
の
弁
証
法
は
、
唯
物
論
の
立
場
に
立
っ
て
こ
そ
そ
の
真
価
を
発
揮
で
き
る
（
５
６
～
５
８
ペ
ー
ジ
）。 

 

〔
Ｂ
〕
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
つ
づ
い
て
、
社
会
の
近
代
的
発
展
の
な
か
で
、
歴
史
観
に
お
い
て
も
、
観
念
論
的
歴
史
観

か
ら
唯
物
論
的
歴
史
観
へ
の
決
定
的
な
転
回
が
起
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
段
落
９
～
10
）。 

 
 

 
 

〔
こ
こ
は
、
第
二
課
で
学
習
し
た
史
的
唯
物
論
の
復
習
と
し
て
読
む
こ
と
〕。 

 

〔
Ｃ
〕
唯
物
論
的
歴
史
観
に
立
て
ば
、
社
会
主
義
は
、
も
は
や
あ
れ
こ
れ
の
天
才
的
頭
脳
に
よ
る
発
見
な
ど
で
は

な
く
、
二
つ
の
階
級
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
）
の
闘
争
の
必
然
的
な
産
物
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
。
そ
の
立
場
で
社
会
主
義
運
動
の
前
に
提
起
さ
れ
る
課
題
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
内
的
な
性
格
を
科
学

的
に
つ
か
み
、
そ
こ
か
ら
こ
の
体
制
が
歴
史
的
に
発
生
・
発
展
す
る
必
然
性
と
同
時
に
、
将
来
的
に
は
没
落
の
必

然
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
、
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
剰
余
価
値
の
発
見
を
基
礎
に
こ

の
課
題
を
や
り
遂
げ
た
（
段
落
11
）。 

 
 

 
 

〔
こ
こ
は
、
第
一
課
で
学
習
し
た
搾
取
論
・
剰
余
価
値
論
お
よ
び
資
本
主
義
論
の
復
習
と
し
て
読
む
〕。 

 

〔
Ｄ
〕
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
科
学
的
な
世
界
観
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
説
明
を
、
マ
ル
ク
ス
の
二
つ
の
偉
大
な
発
見
、

「
唯
物
論
的
歴
史
観
と
剰
余
価
値
に
よ
る
資
本
主
義
的
生
産
の
秘
密
の
暴
露
」
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
は
科
学
と

な
っ
た
、
と
い
う
文
章
で
結
ん
で
い
る
（
段
落
12
）。 

 

こ
の
立
場
に
立
っ
て
、
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
と
没
落
、
そ
し
て
社
会
主
義
社
会
へ
の
変
革
の
必
然
性
を
研

究
し
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
人
間
社
会
の
躍
進
的
発
展
の
未
来
展
望
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
第
三
章
の
主

題
と
な
る
。 

 


